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項の脱落と PASSIV

- ()-構造・格付与から解明する一一

神 久聡

O. 序

1. 用語といくつかの原理・原則

2. 工頁をブロックする、ブロックを解除する /Par乱zipII ・zu・haben• seinの役割

3. 受動の定義

4. 準助動詞 bekommen，erhal ten， kriegen 

5. まとめに代えて

O. 序

ドイツ語の受動文、受動内容の文を捉えようとすると、文型上は受動態受身文や能動態受身文があり、

文型だけでは把握しにくそうである。ではそれぞれの受身文を受身文として成り立たせている統語上

の仕組みはどうなっているのだろうか。またRE Z I P 1 ENT E N P A S S 1 V 1) (H e 1 b i g/B u s c h a ) 

2) 
とよばれる受身文 (bekornmen，erhal ten， kriegen十 Partizip n) は統語面からどのよう

に分析されるのだろう。

Rezipientenpassivの文1)は、受動態で示されている文 2)とパラフレーズの関係にあるとき

れ、

1) Er kriegte ein Buch geschenkt. (彼は本をプレゼントしてもらった)

2) 1hm wurde ein Buch geschenkt. 

1 )のEr(主語、 l格NOMINATIV)と2)の ihm ( 3格DAT1V)は同ーの役割(本〔ニテ

ーマ〕の移動先〔到着点J)を示す名詞であると解釈される。辞書では jmet schenkenて示され

る間接目的語の.im ( 2では ihm)が、1)の構文で l格主語に格を変換したのだろうか、あるいは動

詞kriegenに特別な働きがあるのだろうか。

Ha iderは "FehlendeArgumente: vom Passiv zu koh邑renten1nfinitiven" 

(1986 )で、受身文一般にある種の項 (Argument)が減っている一つまり具現されない という現

象に焦点をあて、広義の意味での受動文の統語屈のメカニズムを解明し、 Rezipientenpassivに
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ついても分析している。本稿ではHaider(1986)で用いられている原理・原則などを確認しながら

受動文のメカニズムを紹介したい。

1. 用語といくつかの原理・原則

〔項 (Argument)J 

動詞(あるいは形容詞)が取るべき構成名詞句 (NP)のこと。例えば動詞helfenについては、

3) Der Gas t ha lf dem Kind. (客が子供を助けた)

のように、主語の 1格(Nominativ)名調句 (derGast)と3格 (Dativ)目的語の名詞句(dem

Kind)が「項」と呼ばれる。これに対して、 3)に対応する次の受動態4)で、虚辞の (expletiv)

3) 
es は項ではないとされる。

4) Es wurde dem Kind geholfen. 

〔構造的項 (strukturelles Argument)と語実的項(Iexikalisches Argument) J 

例えば動調 schlagen(殴る) は21闘の項をとる動詞である。能動態5)とそれに対応する受動態

5')で、

5) Die Frau schlug den Mann. 5う DerMann wurde (von der Frau) 

geschlagen. 

4格 (Akkusativ)目的語が 1格 CNominativ)主語に格の変換を起こしうるような項、あるい

は、文の 1格主語になる項を「構造的項Jという。一方的の demKindのように、受動態に変換

しても格の変化をおこさない項を「語実的項Jという。動詞 schlagenは2個の構造的項を持ち、

he lf enは構造的項と語集的項を l個ずつ持つ動詞である。

c () -役割 (()-Rolle，thematische-Rolle) J 
動詞の意味に直接寄与する文の要素がそれそ'れ分担する役割(毛利 1986、『言語dI)のこと。動

詞 schenken(プレゼン卜する)には、 「プレゼン卜する行為者Jと「プレゼント受領者」、及び「物

としてのプレゼント」という役割関係にある三者の存在が認められる。それぞれ順に、 「動作主体」、

I (プレゼントの)到達点」、 「テーマ(主題)Jという意味的役割であるが、このような役割を広

く I() -役割」といっている。次の文 6)でそれぞれの()-役割を担っている名詞句(項)が Anna、

ihm、einBuchである。

6) Anna schenkt i hm e i n Buch. 

この意味的役割は、述語と結び付く項には付与されていなければならない。

F
h
u
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C (}-Kriterium ({)-基準)(Chomsky :1981 :36) J 

必ず 1つだげの項に付与される。また 1つの{}-役割は、lつの項は{}-役割を必ず1つだけ持ち、

s-構造(旧モデノレの表層構造にあたる)でも保この基準はD-構起旧モデノレの深層構造にあたる)でも、

たれていなければならない。例えば、文 6)で「到達点」の{}-役割を持つ項 ihmが他の O一役割(例

「動作主J)を付与されることはない。あるいはある{}-役割(r到達点J)が別の{}-役割えば、

この基準に( rテーマJ)に変わるということもない。もし二重に付与されるようなことがあれば、

違反することになり、非文、不適格文として排除される。

〔格の付与について〕

格の付与については次のように定義される(Chomsky、1981:170)。
4) 

AGRに統率 (Govern)されているNPは主格 (NOMINATIV-Kasus)を付与される。a) 

他動詞に統率されている NPは目的格 (OBJEKTIVE-Kasus)を付与される。、、』ノ
弘
U

前置調に統率されている NPは斜格(0 B L 1 Q UE -K a s u s )を付与される。

上の a)，b)， c)が図の a)，b)， c)に対応している。

INFL(Inflektion)は時制、呼応(Agreement)

AGRは人称、

数、性の呼応に関する素性を全部含むものとし、

AGRは定形節(文)におきる。

法助動調などからなる要素である。S 

〔格フィルターの原理〕

音形を持つNPは必ず格を持っていなければならない。音声形式がありながら格をもたない(付与

されていない)NPがあればその文は非文となる。

Cexternes Ar耳ument・internesArgument J 

他動詞 schlagen(殴る)は 4格の目的語をとる動ヰ
NP INF 

8) 

VPのHeadによって格の指定を受ける調である。

項 (A2) は interJ1esArgument ( internal 

Argument)と呼ばれる。一方INFL(AGR)に統

率される項 (A1)は externesArgumentと呼ば
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れる。 f}-役割はA2に対してはVから直接に、んにはVPを通して間接的に付与される

( Pe t e r Se 11 s. 1985: 35 f f. )。

CRea1isationsprinzip=RP(Haider. 1986: 9)) 

構造的メルクマ-/1.1の具現と externな項の存在との関係を示す原理。

"Wenn ein funktiona1es E1ement F mit der Merkmalmenge M ein strukturelles 

Merkmal f rea1isiert. dann gibt es ein externes Argument. " 

(メノレクマーノレの集合Mをもっ関数要素Fが構造的メルク 7 ーノレ fを具現するならば、 1つの

externな項が存在する。)

つまり、関数要素(動詞)が構造的項をとると指定されると、それがとるべき項のうちの 1つが

externな項として具現する、という原理と理解される。

例えば、構造的項を2個とる動詞 sch1agenでは、その2個の項のうちのどちらか一方がextern

に具現することになる。さらに、 ankommenC到着する)は 1個だけの構造的項をとる動詞であるが、

このような動詞の項は、 RPに従うと自動的にexternに具現し主語位置にたつことになる(an-

kommenについては59頁以下参照)。一方、動詞 sch1agenの場合には、次項のDPの適用を受けて

externの項が指定される。

RPの原理は常に構造的項が対象となる (Haider. 1983: 60参照)。

C DesignationsprinzipCHaider， 1986: 10)， Designierte Argumente (DA) J 

関数要素が 1つ以上の構造的であることを示すメルクマールを付与するなら、 1つの "extern"

と指定されたメルクマールが存在する。(.市Teistein funktiona1es E1ement mehr als 

ein strukture11es Merkma1 zu， so gibt es ein a1s extern designiertes 

Merkmal." ) 

例えば動調 sch1agenの場合、 2つの構造的項(A1， A2)のうち 1つが特に externに具現する

ことの指定をされている、と解釈される。そのように指定された項を DAといい、 f}-役割が付与さ

れる項でもあって、(立)と表示する。

例 schlagen:V( O~ f}s)、 schenken:V (OS， ff. f}s) S :構造的、 L:語象的

〔助動詞の選択 (Haider，1986:10)J

DAが存在するならば habenを、 DAが存在しなければ seinを選択する。

(f))と表示される項 (DA)を持つ動詞は助動詞に habenを取り、その項がなければ助動詞にsein

を取るという条件の事。

。。
戸

h
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〔補足説明〕

ドイツ語では完了文をつくる際に、 「場所の移動や状態の変化Jなどを表す自動詞に限って sein

を選択し、その他の自動調とすべての他動詞には habenを選択するという制約がある。さて文で主

語として(INFL. AGRから NOMINATIVを付与されて)具現するのは構造的項に共通すること

である。そこでこの項を持つ動詞がどちらの助動調と結び付くかということが、上記の表示の方法で

指示できる。具体例で確かめておく。例文には Haider(1983: 78ff.)の引用も含む。

まず jmzustosen (彼に不幸がふりかかる)、と jmhelfen (男性が子供を助ける)の例をみる。

それぞれ(rf.(f)， (()~ (f)という項構造が与えられる。前者は seinを、後者は habenを取

る動詞である。

*印は非文であることを示す。

9) Ihm st凸βte i n U ng 1 u c k z u. 9う DemKind hilft der Mann. 

10) Ihm ist ein Ungluck zugestoβen. ぴ)>kDemKind ist der Mann geholfen. 

(完了)

11)>klhm hat ein Ungluck zugestosen. 11う DemKind hat der Mann geholfen. 

(完了)

12)*Ihm wurde ein Ungluck zuge日tosen. 1め DemKind wurde geholfen.(受動)

13) das ihm zugestosene Ungluck. 13')*der dem Kind geholfene Mann 

(付加語用法)

14) Ein Ungluck zugestosen ist ihm 14')*Ein Mann geholfen hat ihm 

noch nie. noch nie.(前域での主語十過去分詞)

15) Ungluck zugestosen ist ihm 15)*Mann geholfen hat ihm keiner. 

ke i ne s. 前威での主語+過去分調)

同様の関係は ankommen(到着する)と tanzen(踊る)にも見られる。どちらも項を lつだけ

取る動調である。

16) der angekommene Linguist 16')*der getanzte Linguist. 

17) Ein Linguist angekommen ist l1)*Ein Linguist getanzt hat 

bisher nicht. bisher nicht. 

18) Linguist angekommen ist bisher 18')*Linguist 耳etanzt hat bisher 

nicht. nicht. 

5) 
9)一18)を許す動調は ergativeVerben に見られるとされ (Haider，1983:79)このような動

調の項は DAの表示を持たないものである。
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19) ankommen (ff) 一 tanzen(ff) 

語業登録(lexical entry)の段階でこのような項の構造を示すことによって、即ち、 DAの存

在の有無が示されることによって、動詞の統語上の振る舞いがより明確にされよう。

2.項をフロックする、フロックを解除する/Partizip H・zu・haben-seinの役割

Ha i de rは(19841) で、過去分詞 (PartizipH=PH)、zu、haben、selnはそれが存在す

るコンテキストでは、項をブロソクし(具現を妨げ)たり、そのブロ y クを解除するなどの働きをす

る要素であると捉えている。これらの要素は habenを除けば、 werdenと共に受身文をつくる際

に用いられる要素でもある。

結論から述べると次のようにまとめられる。

a) PHはDAをブロックする。

b) zuはexternesArgumentをブロソクする。

c) habenはブロックされた項を解除する。

d) se i nはブロ yクされた項を解除する働きがない。

以下 Hai derにならって説明する。次にあげる動調はそれぞれ( )で示される項構造、 0-構

造を持つものとする。定形節はその右側に示しである。

20) ankommen (ff) Der Gas t kam an. (客がきた。〉

21) tanzen ( ff) Der Gast tanzte. (客が踊った。)

22) helfen ((f. ff) Der Gast half dem Kind. (客が子供を助けた。)

23) lesen (ff. ff) Der Gast las das Buch. (客が本を読んだ。)

C P Hの働き〕

それぞれの動詞の PHは付加語形容調的な用法を持つ。しかし次の例で明らかなように、 20)の

PHが主語連関(Subjektbezug)の名詞を許容するのに対し他の PHは目的語連関 CObjektbezug)

の名詞を許容する。即ちこの PHが存在するコンテキストでは、 (0)で表示されている DAは具現で

きないことが分かる。

24) der angekommene Gast (到着した客)

25)*der getanzte Gast 踊った客)

26)*der dem Kind geholfene Gast 子供を助けた客)

27)*der das Buch gelesene Gast 本を読んだ客)

28) d a s (v 0 n d e m G a s t) g e h 0 1 f e n e K i n d 助けられた子供)
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29) d a s C v 0 n d e m G a s t) g e 1 e s e n e B u c h 読まれた本)

この現象は PllがKopulaと用いられたコンテキストでも同一である。 48)ー53)を参照。

30) D e r G a s t i s t a n耳ekommen・

31)*Der Gast ist getanzt. C*Subjektbezug) 

32)*Der Gast ist geholfen. C*Subjektbezug) 

33)*Der Gast ist gelesen. C*Subjektbezug) 

34) Dem Kind ist geholfen. CObjektbezug) 

35) Das Buch ist gelesen. (Objektbezug) 

以上の例から Pllによって DAがブロックされていることが理解される。

一方 PartizipI(PI)それ自体にはブロック作用がない。

36) der ankommende Gast (到着する客)

37) der tanzende Gast 

38) der dem Kind helfende Gast 

39) der das Buch lesende Gast 

c z uの働き)

zuと共に用いた場合を見ょう。 zuはzu+ P 1、sein+zu+lnfinitiv、haben+zu+

Infinitivなどのコンテキス卜で用いられる。先に PIにはブロック作用がないと述べたが zuが

存在すると事情は異なる。 zu+P1の付加語形容詞的用法と、 sein+zu+lnfinitivの用法とを

比較してみる。

40)* de r anzukommende Gas t 4的*DerGast ist anzukommen. 

(到着すべき客)

41)*der zu tanzende Gast 4tう*DerGast ist zu tanzen. 

42)*der dem Kind zu helfende Gast 4i)*Der Gast ist dem Kind zu helfen. 

43)*der das Buch zu lesende Gast 4め*DerGast ist das Buch zu lesen. 

44) d九日 zu h e 1 f e n d e K i n d 44') De m K i n d i s t z u h e 1 f e n. (子供は助

(助けられるべき子供) けられなければならない)

45) das zu lesende Buch 45') Das Buch i st zu lesen. 

44) ~45') は受動内容の句あるいは文であるつ 40)では ankommenに lつだけ備わっている

構造的項が具現されて非文となる。また 41)42) 43)では、 DAとなっている構造的項が具現されて

非文となる。上の対照で共通しているのは、定形節では主語 CNominativ)として具現する項(構

6) 
造的項)が、 zuの現れるコンテキストでは具現されないということである。
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PHによるブロァクと zuによるブロックでは、その対象とブロァクの仕方に違いが認められる。

PHは語素的に designierte externe Argumenteをフ弘ロックするのに対して、 zuの場合、統

語的に externeArgumenteをフロックする (Haider:19841)。

C habenの働き〕

次に habenの場合、完了文で、また zu十 Infinitivと共に用いられても、共起する本動詞の

項がすべて具現することになる。

46)*Der Gast hat angekommen. 46う DerGast hat anzukommen. 

(助動詞選択の誤り)

47) Der Gast hat getanzt. 47') Der Gast hat zu tanzen. 

(客はおどった客はおどらなければならない)

他の例を省くが、 31)と 47)、 40うと 46う・ 47うとを比較すると顕著に見られるように、 PHでブ

ロyクされる項 (DA)、ならびにzuでブロックされる構造的項が具現されている。 このことから

"haben"はブロックした項を解除し具現させる働きを持っとする。

C se i nの働き〕

habenはPHやzuによってブロックされた DAや構造的項を解除するが、解除という観点では、

se lnはその働きを持たない。

48) Der Gast hat das Buch gelesen. 

49) Das Buch ist gelesen. 

50) Der Gast hat das Buch zu lesen. 

51) Das Buch ist zu lesen. 

habenはPH(gelesen)やzuによってブロックされた項を主語として具現しているが、一方、

seinコンテキストではブロ yクされたまま具現されない。つまり、 sein+PH 、sein+zu+ln-

finitivの項として存在できないことになる。つぎの例も、ブロックされた項を seinは具現する

働きを持たないということを示す。

52)*Der Gast ist das Buch gelesen. 

53)*Der Gast ist das Buch zu lesen. 

seinについてブロック解除の働きをしないと述べたが、 30)、34)、35)、44う、 45う、及び 49)、

51)から分かるように具現する項は、すべて internな項である。従って、ブロック解除の働きはし

ないが、 internの項を具現する働きが seinに認められる。
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ブロック・解除によって、不適格文を説明する。 (Haider:1986. 12ff.) 

54)*Ihm hat zu he1fen. 

55) Ihm hat geholfen zu werden 

54う)Ihm ist zu helfen. 

55う*Ihmist geholfen zu werden. 

54)では、 zuがhelfenの2項(A， . A2)のうち、 A，をブロックし、 hatはそれを解除してい

るにもかかわらず、解除された項の NPの担い手が存在せず、 。ー基準に違反する。 54')では、 is t 

が A，を解除しないままにしており、 A，(DA)はzuによってブロックされている。

55)では、 geholfenzu werden hatの順でみることにする。ここでは、 PHはDAをブロッ

クし、 zuはwerdenをブロックし、 hatが zuのブロ yク作用を解除する。結局 zuとhabenが相

互に作用しあい、 geholfenのフーロック作用だけ治、4生きることになる。 んが適性にO一役割を担って具現しているo

一方、 55うでは、 PHがDA(A，)をフロックし、 zuはwerdenが具現する要素 (A2)をブロック

し、更に、 1S tは解除作用を持たないので ihmには、。ー役割が備わっていない。()-役割の備わっ

ていない項は具現できない(()-基準に違反し非文となる)。なお、 werdenにはブロック作用を認

めない。 selnと同様具現できる項を引き受けてそのまま具現させる働きを持つ。 55うでは、同一コ

ンテキストに、 selnとwerdenの閉じ役割jを持つ2つの要素(動詞)があり、このような場合、つ

まり同一機能反復は非文になる、とする。次の modalがくり返される例でも非文であるとする。

(Haider: 1986. 14ff.) 

56)*Er hat zu helfen zu haben. 

以上、ブロヅクということについて、ブロックされる項、ブロックする要素、ブロックを解除する

要素などについてのまとめとする。

3. 受動の定義

受動態(文)について構文とその例が次のように示される (Haider.1986: 5)。

57) 

a) ergativierte Verben aう DerSchnee schmilzt. (Die Sonne schmilzt 

b) we r d e n + P H (動作受動)

c) sein+PH (状態受動)

den S chnee. ) 

bう DerSchnee wird geschmolzen. 

め DerSchnee ist geschmolzen. 

dう DerSchnee ist zu schmelzen. 

eう Sc hne e s c hmi 1 z t s i c h 1 e i c h t. 

d) sein+zu+lnfinitiv 

e) Medialkonstruktion 

例示した動詞 schmelzenは、 2つの構造項を持つ他動詞である。 a)が示しているのは、例文の

qa 
au 



主語がもともと、この他動詞の[論理的目的語Jであり、従って「論理的主語」を欠いた構成の動調

として用いられ、受動の解釈を受けるということである。 r論理的主語」を欠き「論理的目的語」を

主語に据えることによって自動調と同様に行動する動調を ergativierte Verben (アーガティ

ブ化した動調)としている。この動詞は、 20)で示した動詞と同じ行動をする。

再帰代名詞 sichを用いたMedialkonstruktion(M-Sich =M-S) 57 e) については、

Haider(1985)で詳しく分析されている。 57めの主語Schneeは、 2項をとる動詞 schmelzen，

V:(()， ())の 2番目の項、即ち「論理的目的語Jである。従って 57a:う同様自動調的受動の解釈

を受ける。ただし前方照応(anaphori sch)の再帰代名詞とは違って、 M-SはReferenzになって

いないのでSchneeを先行詞としない。 M-Sの担う役割について、次のように理解される。この構

文では、論理的主語を任意に (von'・の形で)加えることができない。しかし文中の語棄のどれか

がその「論理的主語」、即ち、 AGENSという()-役割を担う可能性を考え、それを sichが引き受

けているとしている。()-役割を担ってはいても、項位置をひきうけない要素(A)と見なす。

ブロックとのかかわりでみると、 Pll、zuを用いた場合、及び 57J:f)、57心、 57めでは、 DA

がブロックされて受動文が作られている。また、アーガティブ化した動調、 Medi a 1構文でも、 DA

が脱落しているのが分かる。

Rezipientenpassiv (Helbig/Buscha: 184=1.8.10.1)は、 bekommen，erhal ten， 

kriegenとPllとの組み合わせで構成される受動文である。表面的特徴はbekommenなどの主語

が Pllになっている動詞の間接目的語という点である。例えば、文 58)に対応する受動文 59)では、

間接目的語の格変化は起きない。語嚢的項なのである。

58) Ihm schenkte Anna e i n Buch. 

59) Ihm wurde e in Buch geschenkt. 

一方 kriegenを用いると、語実的項である間接目的語は格を変え 1格主語にならなければいけな

し、。

60)*Ihm kriegte ein Buch geschenkt. 

61) Er kriegte ein Buch(von Anna) geschenkt. 

また、間接目的語をとる動詞でも、 helfenのような自動詞にはこの構文は用いられず、他動詞に

7) 
限られる (Haider，1986: 5)。

62)*Er kriegte geholfen. 

さて 61)にみられるように schenkenの主語のAnnaは、任意に前置詞を伴って表されるものの、

決して必須の項ではない。 schenkenの項構造は次のように示されることから、

sche叫王en，:V(OS， ff. ()S) 、 (())=DA 

受動文 59)でも、また 61)についても、やはり DAが脱落しているのが確認されよう。 Hai derによ
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れば、受動は広義の受動概念と狭義の概念で定義される。

63)受動(広義):受動とは、項が減少するコンテキスト CReduktionskontext)を形成し、そ

の減少項が DAであるような構文である。

64)受動(狭義):受動とは、形態論上一義的にコード化した DAの減少過程である。

(狭義ではドイツ語の受動は werdenとpnで構成される。)

4. 準助動詞 bekommen，e["halten， kriegen(Haide["， 1986: 19ff，) 

bekornmen， erhal ten， kriegenなどは、動詞の pnと共に用いられて受身の文を構成する。

一見受動の助動調のwerdenと同じ受動助動詞の仲間とも見なされそうである。またこの 3つの動詞

は、 zu + Inf. と共に用いられ(・・・しなければならない、 ・・・できる、 ・・・させてもらう、

などの意)、その用法は、 haben+ zu十 Inf.構文での habenに似ているように思われる。そこ

で、 Rezipientenpassiv で用いられる 3つの動詞について分析することになる。

さて()-役割は、助動詞構文であっても、そこで用いられている本動調の持つ()-構造が支配する

のであって、助動詞が本動詞の()-役割を勝手に変えることはないと考えられる。

65) Er hat ein Buch. 66) Er hat ein Buch gelesen/zu lesen. 

文 66)の助動詞構文においても、本動調の()-構造それ自体に変化はない。つまり構成項にそれぞ

れ与えられる (AGENS)， (THEMA)のような O一役割と構造的項は不変である。従って助動詞

habenは()-役割に対する独自の制限をせず、また独自の()-構造も持たないと考えられる。一方、

kriegenなど (kriegenを代表とする)を用いると、それが本動詞の場合も助動詞の場合にも、本

動詞としての kriegenが持つ()-構造をそのまま充てていると考えられる。

67) Er kriegt etwas. 68) Er kriegt etwas geschenkt. 

schenkenの間接目的語(到達点-ZIELーという()-役割を持つ)が格を変えている、という

ことが、 habenとは異なるなんらかの()-制約をしているということであろう。

また、助動詞の選択(完了)にも特徴がある。受動文の完了では、普通 seinが選択されるが、

kriegenなどでは habenが選択される。

69) Ihm wi rd e i n Buch ge schenkt. 69うIhmist ein Buch geschenkt 

worden. 

70) Er kriegt ein Buch geschenkt. 70') Er hat ein Buch geschenkt 

gekriegt. 

71)*Er ist ein Buch geschenkt 

gekr i egt. 
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助動調 habenにブロックを解除する働きがあったが、この kriegenが haben同様の助動調と

して機能するならば、 DAが解除されて具現しでもよさそうなものであるが、そうではない。このよ

うな事実から助動調としての kriegenは独自の()-構造を持ち、しかも、 DAを持つという推論が

たてられる。

kriegenの()-構造がPIIの()-構造に寄生する/parasi tare Verben (Haider， 1986: 21 ) 

kriegenの()-構造と schenkenのそれとを比較すると重なり合う構造であることが分かる。

72) kriegen: V(<k.三IEL>，くf2' THEMA> (f l' f 2 :構造的))

73) schenken: V(<floAGENS>，<b  ZIEL>，くら， THEMA> 

( f1， f3 :構造的;f2 : (DAT)不変)) f =DA 

61) 62)から理解できるように、 kriegen，bekomrnen， erhaltenは()-構造が一致する動調

(過去分詞)とだけ共起する。しかし()-構造は重なっているにしても、格の具現にかかわる格メル

クマールは一致していない。 kriegen，bekomrnen， erhaltenはDAの主語に<到達点>という

テーマ機能を持つ。これは他の動詞でたら間接目的語 CDativ)で示されるものである(73)。また

この3個の動詞はいずれも他動調である。

Ha iderはここでkriegenのもう一つの用法、即ち、 zuInfinitivをともなう用法と比較しな

がら、ブロックと解除の面から、統語的側面をも解明している。 (Haider，1986:22)

74) Er ha t etwas zu tun. 

75) Er kriegt etwas zu tun. 

76) Ihr wurde ein Preis verliehen. 

77) Sie kriegte einen Preis verliehen. 

78) Jemand hat ihr einen Preis verliehen. 

79)*Jemand kriegt ihr e inen Pre i s verl iehen. 

ブロ yクには語素的なものと統語的なものとがあった。 PDによるブロックは語実的で、 zuによ

るブロックは統語的である。 74)、75)では zuによる統語的ブロック(統語的にブロックされた動詞)

をhaben/kriegenが活性化している(ブロックの解除を行う)。一方77)、79)では、 Pllによる

語実的ブロック CDAのブロック)が解除されない。 RPによれば構造的項はexternに具現するこ

とが定められていて、助動調 sein/werden共に具現を妨げない。しかし kriegenの主語は PD

のDat i v 目的語であり RPによる具現では説明されない。即ち、 kriegen+PDには RPは有効

ではない。

ところでブロック解除が目標にするのは、以下の 3点とされる。なお項には、格メルクマ-)レと O

一役割とが対になって付与されている。
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a) ブロックされた対が全体として活性化(解除)される。

b) 格メル 7 ールが活性化される。

c) ()-役割が活性化される。

助動詞は、ある NPに格メルクマールが具現することを許し (=b))、これによって対応する()-

役割がそのNPに付与される、結果として引になるという過程が一般的パターンと考えられる。こ

れとは逆に c)から始まるパターンを kriegenに求める。

動詞要素は格メルクマールを持っているものとし、しかし定まった特別の()-役割は持っていない。

この()-役割は、動調要素が同じ動詞複合体 (Verbalkomplex)内の他の動詞から受け取る。従っ

て()-構造には、一方の項要素部に格メルク 7 ールはあるが()-役割は入っていない構造を想定する

ことになる。

80) V (く f1 • e ><f2 • e >) (f!. f2:構造的)

~で示されるように()-役割は潜在的 (virtuell) なものである。またこの()-構造は同ーの

構造を含む Ps一この Psから当の()-役割を受け取る に寄生している。

もし()-役割が受け取られず格メルクマールが具現してしまうと、 ()-役割の一致はなくなる。

kriegenが zu+lnfinitivと用いられる場合(75)である。不定詞の主語 (externesArgu-

ment)が kriegenの主語と一致する。ここでは、不定調主語の()-役割 (AGENS)がkriegen

の主語の()-役割に転写されていない。

kriegen. bekommen. er・haltenの3個の動詞は助動調として用いられる場合、独特の振る舞

いがあり、それは特別の()-構造を想定することによって解明される。

以上ブロックをしたりあるいはブロックを解除する現象や、それにかかわる要素にふれながら、

受動とは、統語的に項(DA)の脱落(減少)によること、

Rezipientenpassiv は寄生動詞をともなった項脱落(減少)構文であること、

その寄生動詞は externな項がZIEL(到達点)という O一役割を持つものであること、

など、受動一般について、また Rezipientenpassivについて統語的メカニズムが明らかにされ

てきた。

5. まとめに代えて

kriegen. bekommen. er・haltenを用いた Rezipientenpassivの分析にはかなり特殊な

。一構造をたて、格付与とからめ、ブロック・ブロック解除などと合わせて説明する羽目になってい

るが、このいささか複雑とも思える手順によって、意味的側面 kriegenの主語がPsの間接目的

語と同ーの O一役割を持つーと、統語的側面との関連が総合的に分析されていると考えられる。最近
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の生成文法が意味的側面も統語論に取り込んで扱うことが可能になった、つまりより充実してきたと

いうことによるのでもあろう。動調の構成項の f)-構造、項構造をとらえることによって、伝統文法

では羅列的に説明されている受身文について、統語的に全般的に把握し直し、普通的な説明が可能な

らば、言語現象を説明する有効な方法論となろう。

ここでとられた方法論は、受動文は能動文から変形によって導かれる、という見解ではなく、受身

文にはあくまでも受身の動調を認めるという立場でのアプローチであると考えられる。

Ha i de rは更に動詞群 (komplexeVerbgruppe)をとりあげて、 Rezipientenpassivで想

定したようにいくつかの f)-構造を想定し、方法論上の一般化を行っているが、拙稿では Rezipi-

entenpassivに限ってとりあえずの紹介とする。

注

1) Deutsche Grammatik (1986)， 1.8.10.， S. 184f f.参照。 .Adressatenpassiv~

"indirektes Passiv"とも呼ばれる。

2) この 3つの動詞については、木藤(1980、『エネノ的切アnが意味論の観点から詳しい分析を行
っている。 PDを伴う構文については分析していないが、この構文の場合もその現れ方は木藤の図

示した型にあてはまる。 erhalten(以下 e.)は現れ方に制限があるが、 bekommen(以下 b.)

とkriegen(以下 k.)は相互に置き換え可能である。 ? :容認度が低い、*:容認されない。

Ich b. / k. / e. d i e S c h u 1 d e n e r 1 a s s e n. 

Ich b. / k. /? e. e i n Kl e i d ge n邑ht. 

Ich b. / k. /*e. den Brief von meinem Chef diktiert. 

Ich b. / k. / *e. widersprochen/gratuliert. 

a)Ich b./ k. /?e. da s G 1 as gewa s chen. 

インフォーマントチェックでは a)のように erhaltenの容認度が低いとされたが、次の b)では、

b)Ich b. / k. / e. von der Mutter seine H邑吋egewa s c hen. 

容認されるとの一応の結果を得た。更に吟味する必要があろうが、このチェ yクに従えば gewa-

schenとの共起に微妙な違いが存在すると考えられる。 b./k./e.三者の意味的な違いが 所

有の移動〕、 〔状態の変化〕、 〔結果性〕という基準で類別されるにしても、 a)，b)のe.につい

てはそれだけでは説明しきれないと考えられる。今後の課題としておきたい。

3) Haiderはこのような (expletivの)e sはCOMP位置に立てている。 Haider(19851:10) 

参照。

4) 統率:もし(i)αがβをc-統御し、かつ(ji)βを支配する最大投射がどれもみなαをも支配して
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いるならば、 αはβを統率するという。ただしαは語乗範時 (N，V，A，P)， AGRに限る。(主要

部がその補部にたいして持つ関係を捉えようとしたもの。最大投射は語象範時の最大投射(NP， 

VP， AP， PP )のほかに、 S'も含む。)

c-統御 2つの節点a，bがいずれも他を支配せず、かつ、 aを支配する最初の枝分かれ節点がb

を支配するならば、節点aはbを c-統御するという。

5) ergative Verben (アーガティブ動詞)については、池上(1981 )を参照。 Haiderはan-

kommen など、完了で selnをとる動詞類をアーガティブ動詞に分類している。「アーガティブ」

についての断りがないが Hai derにならうこととする。なお 10)から 15)の構成は形容詞でも同

様に見られ(例 jmtreu sein)、 また形容詞が構造的項を最大で 1つしかとらないことなど

から、形容調もアーガティブであるとしている。 (Haider、1983)。

6) 次の文で、 zu+ Inf.は埋め込み文と分析される (Haider，1986: 9)。

Der Gast versucht zu tanzen. (Der Gast versucht (PRO zu tanzenJJ 

tanzenの主語は zuによりフロックされ具現しない。 pn/zu+lnf.と用いられる sein/ha-

benは助動詞 (AUX)であり、同ーのS内にある。 versuchenは本動詞扱いとなる。

7) 実は参考文献中の羽1EGENERの論文の題目にもあるように 3格目的語をとる自動詞、 jm wider-

sprechen，も可能である。 69)70)で示されるようなものと同じ()-構造を想定することはできな

いが、 3格目的語のO一役割がkriegen(くZIEL>)と重なり合うことから可能になるのかも知

れない。
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